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指針の位置づけ 

 
 

① 本指針は、公共施設において景観向上を進めるため、町内で実施される公共施設の整

備・管理等において配慮すべき事項をまとめたものです。 

② 本指針は、町が所管する公共施設において取り組むほか、国・道などの関係機関とも十

分な連携を図り、より調和した景観づくりに努めるものとします。 

③ 本指針は、各事業において実際に景観形成に取り組む【指針編】と、将来的な取り組み

のアイデアを整理した【アイデア編】により構成しています。 

④ 公共施設の整備・管理等に当たっては、事業の目的や施設の機能性・経済性・安全性等

を確保しつつ、本指針を踏まえた景観配慮の可能性を検討するものとします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【指針編】 

【アイデア編】 

公共施設の景観づくり指針 
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指針の構成 

 
 

本指針では、共通の考え方に基づいた対応が必要な「色彩」「維持管理」について、『共通

事項』として抽出して指針を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続いて各事業種別の特性に応じた指針を個別に示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

色  彩 

維持管理 

共 通 事 項 

道  路 

河  川 

各 種 事 業 

土地改良施設 

公共建築物 

公園緑地 

サ イ ン 
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公共施設の景観づくり指針【指針編】 

【共通事項】 

 

■色彩 

■維持管理 
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対象：構造物・付属物（道路・河川・土地改良施設）、公共建築物 ■色彩 

● 長沼を象徴する丘陵や田園の美しい景観を活かすため、目立つ必要のない構造物や付属物は色彩で個性

を演出することを避け、存在感を軽減するなどにより、景観との調和を目指します。 

● 経年変化により周囲と馴染んでいく石材や木材などの自然材質については、素材色を活かします。 

● スチール製の材質を塗装しない場合は、退色・塗り替えのメンテナンスを考慮した「リン酸亜鉛処理」

や「亜鉛めっき」仕様を基本とします。 

● スチール製の材質を塗装する場合は、「ダークグリーン」、「ダークグレー」の２色を対象地域の特性に応

じて使用します。 

● 法令等で指定色が定められているものについては、適用除外とします。 

■ 対象施設 

□道路構造物：代表的な構造物は橋梁であり、ほかに一般構造物として函渠（ボックスカルバート）、擁壁

などがあります。 

□道路付属物：交通安全施設（立体横断施設[歩道橋や地下通路]、防護柵、道路照明施設、視線誘導標、視

線誘導施設など）、交通管理施設（路面表示、道路標識、道路情報提供装置）、自動車駐車

施設等、縁石などに大別されています。道路付近に設置される施設としては、このほかに防

雪施設（防雪柵、雪崩防止柵など）があります。 

□河川付帯施設：排水機場、樋門、転落防止柵等があります。 

□土地改良施設：用排水路、揚排水機場、分水工、チェックスタンド、転落防止柵、農道等があります。 

□公共建築物：公共公益施設で、揚排水機場の上屋なども含まれます。 

 

■ 構造物・付属物の色彩はシックに 

① 橋梁・横断歩道橋など 

・ 町のシンボルとなるような長大な橋梁等は、見られる対象となるので、低彩度色を基本に、色彩を綿

密に検討する必要があります。 

・ 横断歩道橋については、「景観を阻害しない」ことを主眼に、彩度 2 以下とし、重苦しさを緩和する

視点から、高明度の色彩を採用します。 

・ 橋梁は、原則として国土交通省の「景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン」の推奨色でもあるダ

ークグレーを標準色としつつ、地域住民の意向も踏まえて色彩を決定するものとします。 

② 道路付属物全般 

・ 中心市街地の街路灯及び電柱、南 6号川に架かる橋梁の色彩は、これまでにも使用され、馴染みのあ

る既往のダークグリーンを標準色とします。 

・ 上記以外では、原則として前述のダークグレーを標準色とします。 

・ 道路案内標識の背面や施設の壁面に、写真やイラストマップを掲載する例が見受けられますが、本物

の良質な景観が周辺に存在する場合がほとんどであることから、写真やイラストの掲載は控えます。

③ 公共建築物【届出対象行為に相当する規模のもの】 

・ 長沼は見通しのきく地形であるため、建築物の色が意外に遠くまで影響を及ぼす場合もあります。そ

のため、特に面積の大きな壁面、屋根の色彩については、面積が大きくなることで明度・彩度が高く

感じられる効果（面積効果）も念頭に置き、必要以上に目立たないよう留意します。 

・ 色彩の選定にあたっては、計画本編の景観形成基準に掲げた区域ごとの色彩のルールを遵守すること

を前提に、必要に応じて有識者の助言を得ながら最低限画像上のシミュレーションを行いつつ、でき

ることなら規格の大きいサンプルを用いた現地での確認が望まれます。 
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対象：構造物（道路・河川・土地改良施設）、付属物（道路・河川・土地改良施設） ■色彩 

■市街地周辺の田園や丘陵のなかに設置される構造物・付

属物はダークグレーを標準色とします 
 

■市街地の生活空間のなかに設置される構

造物・付属物はダークグリーンを標準色と

します 
対象：中央長沼市街地の一部の街路灯・電柱、

南 6 号川の橋梁 

                      

 名称 標準マンセル値 塗料番号 

 ダークグリーン

（濃緑色） 
10G2/2 C49-20D 

 ダークグレー※

（濃灰色） 
10YR3/0.2 D19-30A 

※ 「景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン」 
国土交通省推奨色 建築物の色彩ルール 

※背面では、写真やイラ

ストの掲載は控えます
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色彩適応区分図 

対象：構造物（道路・河川・土地改良施設）、付属物（道路・河川・土地改良施設） ■色彩 
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 ■ 必要な機能と美しい景観を持続する維持管理 

・ 草刈や清掃など日常的な維持管理を適切な回数実施することで、美しい景観を持続していきます。 

・ 平地の農村を中心とした道路や河川では、幹線道路の沿道など主要な視点場を中心に、適切な維持管

理の実施を目指します。 

・ 道路では、本来の道路や道路付属物の機能を果たすことを最優先に、適切な維持管理の実施を目指し

ます。 

・ 河川では、本来の治水機能を果たすことを最優先に、環境との調和を図った河畔林などの適切な維持

管理の実施を目指します。 

・ 土地改良施設では、農地・水・環境保全向上対策による地域活動を基本に、施設機能の持続と美しい

景観づくりの両立を目指します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象：道路、河川、土地改良施設、公園緑地 ■維持管理 

● 長沼町の美しい景観を維持するために、今後とも引き続き適切な維持管理に努めます。 

道路付属物の機能を維持するための維持管

理が、美しい景観の持続につながります 

 
田園・水辺景観の印象を向上させる草刈

などの維持管理 

治水安全面に加え、環境に配慮した維持管

理が、美しい景観の持続につながります 
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公共施設の景観づくり指針【指針編】 

【各種事業】 

 

■道路 

■河川 

■土地改良施設 

■公共建築物 

■公園緑地 

■サイン 
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対象：国道、道道、町道   対象要素：道路・道路付属物、道路構造物、緑化、協働 ■道路 

  
道路事業における景観づくりとしては、道路事業の特性や地域の関わり方などから大きく４つの項目につ

いて指針を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道公共事業景観づくり指針】 

道路は、人々の往来や物の流通等交通のための最も基本的な施設であり、本道の道路沿線には山並み、

まち並み、田園など多種多様な景観が展開されている。 

・歩行時や走行時の景観の連続性や変化に配慮するとともに、地域の景観資源との調和に努める。 

【長沼町の美しい景観づくり】 

● 市街地や集落を通る道路は、私たちにとっては生活の場のひとつであり、長沼町を訪れる人にとって

は景観を眺める主要な場のひとつになるとの認識に立ち、美しい景観づくりに努めます。 

道路・道路付属物

道路構造物 

道     路

緑   化 

協   働 

□ 路線の演出 

□ ポイントの演出

□ 地域住民との協働 

□ 関連事業者との協働 

□ 沿道地権者との協働 
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対象：国道、道道、町道   対象要素：道路・道路付属物、道路構造物、緑化、協働 ■道路 

■ 道路・道路付属物 

□ 路線の演出 

① 長沼の景観資源を活かした道路整備 

・ 長沼ブランドの一つである広大な田園や地形に起伏のある丘陵など、重要な景観資源を眺めることが

できる路線の選定を目指します。 

・ 道路景観の阻害要因となる地形改変規模の抑制と、自然環境への影響を緩和する路線の選定を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 馬追丘陵等への眺望の確保 

・ 道路付属物の設置にあたっては、馬追丘陵と平地の広がりによる雄大な眺望をなるべく遮らないよう

位置、方向などに留意します。 

・ 防雪柵などにより良好な景観への眺望を阻害される箇所では、見られる頻度なども勘案しながら改善

策を協議します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
③ 道路付属物の形式の統一化 

・ 沿道景観に対して突出して目立つようなことがない形式、色彩により統一化を図ることで路線として

の連続性、一貫性を確保します。 

 
 

眺望を遮るものがない道は、 
道路景観の理想形のひとつ 

自然豊かな景観資源を走りながら楽しめる道路 
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□ ポイントの演出 

① 視点場（ビューポイント）の設置を検討 

・ 馬追丘陵を眺望したり、平地の農村を俯瞰することができる道路上

の視点場（ビューポイント）では、駐車スペースや写真を撮影しや

すいデッキなどの設置を検討します。 

 

 
 
 
 
 
 
■ 道路構造物 

① 道路構造物自体の美しさを目指す 

・ 町のシンボルになる長大な橋梁等の構造物は、それ自体のデザイン

に配慮を重ね、必要に応じて有識者の助言を得ながら機能美・構造

美により良好な景観の形成を目指します。 

 

 
 
 
 
 
■ 緑化 

① 主要道路の道路緑化 

・ 緑のネットワークの形成や、路線としての連続性と沿道景観との特性に配慮した適切な整備を目指し

ます。 

・ 街路樹・並木の整備が進められている市街地では、街並みや道路の景観が向上していますが、郊外部

で同様の緑化をした場合、眺望の阻害要因になるなどマイナス要因になることも考えられます。 

・ 樹種の選定にあたっては、『緑と光のニュータウン基本計画』で規定されている樹種を主体に選定しま

す。（【在来種】ハルニレ、カツラ、アカエゾマツ、シラカンバ、ナナカマド、オオバボダイジュ

【外来種】イチョウ、ギンヨウカエデ、ルブラムカエデ、アカナラ、プンゲンストウヒ） 

 

 
 
 

旧舞鶴橋

緑のネットワークの形成 眺望のよいところでは街路樹の間隔を

広くするなど街路樹の眺望阻害に配慮

対象：国道、道道、町道   対象要素：道路・道路付属物、緑化、協働 ■道路 

安全で快適に風景を眺められる路側駐車帯

【他市町村】

景観向上機能としての街路樹
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■ 協働 

□ 地域住民との協働 

① 花植え 

・ 主要幹線道路や中央長沼市街地では、地域の方々の手により花植えの活動が継続的に行われています。

こういった活動は街並みの質を向上させることに加え、活動が行われていること自体が、来訪者への

もてなしの心を伝え、地域イメージを向上させています。今後も取組みを広げるとともに、街並み形

成の観点からデザイン性を高めるなど、質の向上も目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 関連事業者との協働 

 ① 電柱・電線の整理 

・ 電線電柱についても眺望を遮らないための配置を電気通信事業者に働きかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 沿道地権者との協働 

①廃屋撤去 

・ 沿道景観の阻害要因である廃屋等の施設については、関係者との調整を図り、撤去を目指します。 

 

 

 

 
 
  
 
 
 

対象：国道、道道、町道   対象要素：道路・道路付属物、道路構造物、緑化、協働 ■道路 

地域の方々（住民）の手による活動は、地域の印象を向上させます 

沿道の景観向上のために地権者とも協力します 

片側に電柱を寄せ、美しい眺めを創出した例 平地部では電柱の存在感が強くなりやすい
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■ 河川・河川構造物 

□ 流域の演出 

① 自然環境との調和 

・ 水辺景観には、源流から河口までさまざまな表情がありますが、長沼では「のどかな田園のなかを流

れる河川」という景観を大切にします。 

・ 水辺の主要な緑、河畔林は、水辺の生物の生息環境として、また水辺景観に表情を与える重要な要素

です。田園の防風林とともに、まちの暮らしと生態系を豊かにする緑のネットワークの創出を目指し

ます。 

・ 開放的かつ自然豊かな水辺景観を形成している河川は、護岸などの河川構造物が直接露出することを

極力抑制し、構造物には石材などの自然素材の導入を図るとともに、植生の復元などにより流域内で

の自然環境との調和を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道公共事業景観づくり指針】 

河川は、古くから治水、利水等において地域と深い関わりを持ちながら生活や文化に大きな影響を与え

るとともに、流域の風土に応じた良好な景観を提供している。 

一方、動植物の生息環境としても重要な役割を担っていることから、最近では自然復元型の川づくりな

ど川本来の姿を甦らせる川づくりも行われている。 

・ 周辺の自然環境など地域の特性に配慮するとともに、景観軸として広がりをもった公共空地となるよう

努める。 

・ 生活に身近で親しみやすい水辺空間となるよう努める。 

【長沼町の美しい景観づくり】 

● 田園部や市街地、集落を通る河川などの水辺は、道路とともに私たちにとって生活の場のひとつであ

り、外部から長沼町を訪れる人にとって景観を眺める主要な場のひとつとの認識に立ち、水辺の生態

系に配慮しつつ、美しい景観づくりに努めます。 

対象：河川、運河などの水辺 ■河川 

水辺の自然環境と調和した河川構造物 「のどかな田園の中を流れる河川」のイメージ
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② 付帯施設の形式の統一化 

・ 田園や樹林を主な景観構成要素とした長沼の河川景観において、転落防止柵などの付帯施設は目に留

まりやすい存在となります。河川景観との調和に配慮した形式、色彩により統一化を図ることで路線

としての連続性、一貫性を確保します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ ポイントの演出 

① ビューポイントの創出 

・ 馬追丘陵や恵庭岳など周囲の山並みと水辺をセットで眺めることのできる場所では、快適な視点場を

設えることを検討します。また、河川の眺めは大きく①川の流れ方向、②対岸方向、③河川空間外か

らの俯瞰に分けられます。このうち河川空間内にて視点場を設ける場合は奥行感の得られる①川の流

れ方向に視線が向かうよう配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

対象：河川、運河などの水辺 ■河川 

対岸方向への眺めは平板な印象になりやすいので、川の流れの方向に視線が向かい、奥行感が得られるようにしたい。

①川の流れ方向
③河川空間外からの俯瞰 

②対岸方向

平板な印象

奥行感が得られる

流域内の付帯施設の形式や色彩の統一化を図ることで沿道景観に規則性が保たれます 
色彩：南６号川の橋梁施設では「ダークグリーン」、その他の施設では「ダークグレー」を基本とします（5 ページ参照）

奥行感が得られる 
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② 利用親水スペースの創出 

・ 多自然型の川づくりを基本としつつ、一般町民をはじめとする来訪者の楽しみを誘発する利用･親水空

間の創出を検討します。 

 

 

 

 

対象：河川、運河などの水辺 ■河川 

花や花木で彩られる親水空間 
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■ 構造物・付帯施設の規模・形状に対する配慮 

・ 田園や樹林を主な景観構成要素とした広がり感のある田園景域において、構造物･付帯施設は目に留ま

りやすい存在となります。巨大な構造物や付帯施設などを極力導入しないように配慮します。 

・ 構造物・付帯施設本体の景観配慮としては、石材などの自然素材を活用することで田園景観における

調和を図るとともに、主要道路沿線など主要な視点場から目立たない場所への配置にも配慮します。

・ 良質な田園景観を活かしていくために、写真やイラストの掲載は控えます。 

・ 田園や樹林を主な景観構成要素とした広がり感のある田園景域を惹きたてるために、付帯施設に塗装

を施す場合は標準色のダークグレー※を基本とします。 

・ 排水路では、動植物の生息・生育状況を踏まえ、必要に応じて生態系に配慮した多自然型による整備

を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 田園は農業の営みにより成り立っている景観です。美しい田園景観を創出するために、営農上必要な施設

についても、周辺との調和に配慮し、田園景域としてのトータルな景観形成を図ります。 

 

対象：用水路、排水路など水辺の景観  ■土地改良施設 

田園景域との調和に配慮が必要な付帯施設の規模･形状と色彩 

イラストの有無や色彩によって印象が変わる（左・現状／中・白に統一／右・標準色のダークグレー※【フォトモンタージュ】）

色彩によって印象が変わる（左・現状／右・標準色のダークグレー※【フォトモンタージュ】） 

※標準色のダークグレーについては、5ページを参照
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■ 緑化 

・ 機能的に必要な構造物・付帯施設については、極力規模を抑え、植樹等による遮蔽やツル植物による

壁面緑化を施すことで田園景観との調和を図ります。 

・ 施設周辺で樹木を植える用地が小さい場合は、ツル性植物を植えて壁面を這わせるだけでも無機質感

が和らぎます。 

・ 樹木の選定にあたっては、『緑と光のニュータウン基本計画』で規定されている樹種を主体に選定しま

す。（【在来種】ハルニレ、カツラ、アカエゾマツ、シラカンバ、ナナカマド、オオバボダイジュ

【外来種】イチョウ、ギンヨウカエデ、ルブラムカエデ、アカナラ、プンゲンストウヒ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 草花による演出 

・ 田園でも花があることで景観の印象は向上します。ただし、市街地周辺部で多く用いられる園芸種と

は異なり、周辺の自然環境と調和した景観を形成するために、田園の用水路周辺などの水辺における

草花の演出においては極力自生種を導入します。 

 

 

 
 

対象：用水路、排水路など水辺の景観  ■土地改良施設 

樹木やツル性植物の遮蔽効果で、無機質感を和らげる（左・現状／右・緑化と付帯施設の色彩改善【フォトモンタージュ】）

 
自生種に彩られる水辺 

色彩によって印象が変わる（左・現状／右・標準色のダークグレー※【フォトモンタージュ】） 

※標準色のダークグレーについては、5ページを参照



 18

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長沼町では、役場、警察署、消防署、郵便局、病院、学校、コミュニティ施設、温泉施設、道の駅、用排

水機場などが主な対象施設となりますが、施設単体のデザインはもちろんのこと、敷地を含む公共空間全体

のトータルな景観形成を図ります。 

また、新築時だけではなく、増改築、修繕、模様替えなどの段階でも景観に配慮する必要があります。 

公共性の高いサービス施設や農業施設など、機能により規格が規定される建築物は適用除外とします。 

■ 壁面のサイン 

・ 施設を案内誘導するサインは、建築物の壁面ではなく敷地の入口などに掲出することを基本とします。

・ 壁面のサインを必要とする場合は、建物の用途、規模とのバランスを考慮し、必要以上に壁面のサイ

ン（文字）が大きくならないように留意します。例えば道路標識で、行き先を示す文字は 200 ㎜角ま

たは 300 ㎜角です。 

・ 壁面のサイン自体の色彩については、建築物の色彩と同じ色相を使用します。その上で「建築物の色

彩ルール」（5 ページ参照）に従った色彩にします。 

・ 別の施設や場所を案内するサインは壁面に必要ありません。サインの内容は、その施設自体の用途に

関する内容に限ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 緑化 

・ 建築物は多くの場合、周囲に緑を配することで一層魅力的になります。敷地内緑化を積極的に行い、

周辺の街並みづくりの規範を示します。 

・ 緑化樹種については、中央長沼市街地で進められている『緑と光のニュータウン基本計画』で規定さ

れている樹種を主体に選定します。（【在来種】ハルニレ、カツラ、アカエゾマツ、シラカンバ、ナナ

カマド、オオバボダイジュ【外来種】イチョウ、ギンヨウカエデ、ルブラムカエデ、アカナラ、プン

ゲンストウヒ） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

対象：全ての公共建築物 ■公共建築物 

建築に彩りを添えることで引き立つ例も多い

文字は目を引きやすい要素 
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 基本的に公園・緑地の存在自体が景観阻害要素となることはありません。 

公園・緑地においては、敷地内に良好な景観資源を阻害するものを置かないこと、周辺と空間的・視覚的

に連続化するなど、景観的に活用することに留意します。 
いずれの項目も新規整備だけではなく、リニューアルの際にも適用します。 

■ 自然との調和に配慮した賑わい感の演出 

① 自然の色より鮮やかなものをたくさん置かない 

・ 公園緑地において、景観の主役は樹々の緑や季節の花の色です。これらの美しく混在した自然の色を

活かすため、基本的に遊具を除く公園施設の人工物の色彩は彩度 2以下を原則とします。 

・ 既成品の遊具などは彩度の高い色（鮮やかな色・いわゆる原色）が多く、アクセント的に使用するの

は賑わい感を演出するのに効果的です。但し、彩度の高い色ばかりの組み合わせを景観的に上手にま

とめるのは難易度が非常に高いことから、彩度の高い色の使用は原則遊具に限定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 馬追丘陵・石狩平野への眺望 

① 文学台からの眺望を活かす 

・ マオイ文学台からの眺望は、辻村もと子文学碑が設置された昭和 47 年当時、本町を一望できる良好

な視点場でしたが、現在は周辺の山林が生長し、眺望が大きく遮られています。眺望スポットとして

だけではなく、郷土学習のための素材としても活用が見込まれることから、ビューポイントの復元を

検討します。 

 

 

対象：すべての公園、緑地 ■公園緑地 

彩度の高い色はアクセントとして賑わい感の演出に効果的だが、自然の色との調和を図るため、

原則遊具のみの使用とする 

眺望の良さを町の活性化や郷土学習等に活かす（左・以前／右・現状） 
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全町的な視点からサインによる案内性を高めることで、個別のサインの乱立を防ぐことを目標とします。

■ サイン計画の検討 

・ サインの基本ルールとしては、道路案内標識が「道路標識設置基準」に基づき設置されているのみで、

あとの標識類は独自に必要に応じて設置されている状況で、デザインや設置のルールの整合性が図ら

れていない状況です。 

・ 恒久的なサインを設置する際には、町全体の案内誘導すべき施設を明確にし、対象施設までどのよう

に、どんなサインで誘導すべきかを規定したサイン計画の策定を今後検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 設置 

① 恒久的な案内板・サインなど 

・ 視点場に案内板等を設置する際は、目線より低い形状にするなど、眺望を遮らない配置に充分配慮し

ます。 

 
② のぼり旗など仮設的サイン 

・ のぼり旗には注意喚起などの役割が期待されますが、美しい景観の形成という観点からみると、形状・

色彩や設置の方法によっては負の影響を与える場合もあります。設置の際は眺望を遮らないことに留

意するほか、設置の目的と効果を再確認し、必要であっても景観的に負の影響が大きければ他の方法

で代替するなど、設置自体を見直すことも考えます。 

 
 
 

対象：サイン・案内板など恒久的に設置するもの、のぼり旗など一時的に設置するもの ■サイン 

Ⅱ誘導サイン 
ルート上で目的地
の方向を確認 

Ⅲ記名サイン
目的地確認

●●●

必要に応じて適切に設置されているのぼり旗 

Ⅰ総合案内サイン 
公園・広場や駐車場などで周辺のマップ
で現在地と目的地へのルートを確認 
システム化されたサインにより、案内性を高める【他市町村】 
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■ 板面表示内容：実際の方位との整合 

・ 表示内容の方位と実際の方位が一致していない（例：案内板自体は北向きに設置されているが、案内

図は東が上になっているなど）と、来訪者でなくとも見づらいので、一致させるように留意します。

細やかな気遣いも地域の「おもてなし」の気持の現れです。 

 

 
■ 民間の看板乱立：誘導サイン等への集約記載により、標識・サイン柱の乱立抑制 

・ 民間の看板が乱立する要因のひとつに、道路分岐点等で目的地の方向を示す案内サインを独自に設置

する例があります。来訪者の動向を調査し、町が全町的・広域的な視点からサイン計画をつくり、民

間事業者等の協力を得て、誘導サイン等に集約記載することも解決方法のひとつとして検討します。

・ また、町民誰もが使えるベースマップを提供するなど、地図やパンフレットなどによる情報提供を支

援することで、看板設置の抑制を図ることも考えられます。 

 

 
■ サインの色彩：「目立つ」ことの優先順位に配慮します 

・ 自動車を例にとると、運転者は運転しながらサイン等によるさまざまな情報を入手しています。 

・ 一番重要なのは信号灯の色（赤青黄）であり、次に交通標識、道路案内標識といったものがあげられ、

これらはいずれも彩度の高い色（目を引きやすい色）や明度のコントラスト（赤と白などの対比）を

使用しています。 

・ 情報の重要度・緊急度がこれらより低いサインは原則として、このようなサインと同等以上に目立つ

ことを避けるようにします。相対的に彩度は低く、コントラストは弱くします。 

・ いずれのサインも車輌用であれば、信号灯よりも目立たないように配慮しつつ、サインとしては視認

性や判読性の高さが求められ、サイン表示内容は背景と伝えるべき主題の関係を明確に表現する必要

があります。 

 

対象：サイン・案内板など恒久的に設置するもの、のぼり旗など一時的に設置するもの ■サイン 
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公共施設の景観づくり指針【アイデア編】 

【各種事業】 

 

■道路 

■河川 

■公共建築物 

■公園緑地 
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■ 道路・道路付属物 

□ ポイントの演出 

① 主要道路上の「まちの入り口」の景観向上 

・ 長沼町は河川に囲まれながら７つの市町村に接しており、「まちの入り口」が非常に明確であるとい

う特徴があります。２つの国道や主要道道の町境付近を町の入り口と位置づけ、特に景観を向上する

ポイントとします。 

・ 入り口部では町の顔づくりを意識して、田園の眺望を活かすための阻害要因の抑制と、花や緑による

演出を地域との協働により取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 緑化 

① シンボルツリーの保全と育成 

・ 地形に変化の見られない田園などでは、沿道の樹木が主な景観構成要素となり、自然のサインの役割

を果たすことになります。営農作業の必然性と整合を図りながら、沿道景観の結節点となる交差点部

などを中心に、既存木の保全や沿道植栽について検討します。 

 

 

 ■道路 

まちの入り口の景観が長沼町の印象を左右する（左・現状／右・景観改善イメージ【フォトモンタージュ】） 
 

水辺景域や田園景域など長沼町の特徴ある「まちの入り口」 
 

交差点部や主要施設、地域のサインの役割も果たすシンボルツリー
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■ 緑化 

① 橋のたもと木 

・ 歩行者の利用の多い、市街地・集落に近い小規模な橋梁では、「橋のたもと木」を検討します。これは

流水と橋と陸との出会いの唐突さを和らげる古典的な造園手法の一つです。視認性、河川断面への影

響に注意の上、ごくわずかなスペースを確保することで、印象が大きく向上します 

 

 ■河川 

橋のたもと木は景観の印象向上に効果的 
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■ 施設単体だけではなく地区の顔となる景観形成を図る 

・ 公共建築物は、建築物単体ではなく、前庭やアプローチ空間など施設全体のデザインを向上させるこ

とを心がけます。特に町内外の人に見られる頻度の高い、道の駅、温泉施設などの交流・レクリエー

ション施設の印象がよいと、来訪者へのおもてなしや、長沼町に住む人の心がけが伝わり、長沼町全

体に対する印象の向上が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 街並みの規範となる 

① 奇をてらわず、品格あるファサードの形成 

・ 公共建築物は街の顔であり、周辺の建築物のありように影響を与えます。新築・改築などファサード

（建築物の外観）をデザインする際は、公共建築物としての品格と落ち着きのあることを基本としま

す。 

 

 

 ■公共建築物 

必ずしも「重厚感」だけが良いデザインではなく、どのような様式であっても品格は表現できる 
(左上／高木記念館)    (右上／道立中央農試記念館） 
(左下／道の駅マオイの丘) (右下／長沼町図書館) 

広場や周辺の利用施設と調和が図られた建築
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■ 馬追丘陵等への眺望 

① 眺望を妨げる存在とならない配置に 

・ 建築物の新築のときだけではありません。物置を増築する、自動販売機等の施設を設置するなど、あ

とから施設をつけ加える際も気をつけましょう。馬追丘陵や周囲の良好な景観を邪魔する場所にない

でしょうか。建物の内部から、敷地内から、敷地外からの視点を確認する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 屋外空間にビューポイントを創出  

・ 新たに建築物をつくる機会はそう多くありませんが、外構を工夫して、視点場（ビューポイント）を

つくることは既存の建築物でも可能です。例えば、馬追丘陵や石狩平野の広がりを眺めながらお茶を

飲めるテーブル・ベンチを外構に設置することが考えられます。仮設のものであっても、来訪者にも

てなしの気持ちが伝わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
③屋内空間に良好な視点場を確保 

・ 既存の建物の内部レイアウトを見直して視点場（ビューポイント）を新たに確保することが考えられ

ます。テーブルを窓際に移動する、ソファを窓側にむけ、周囲に眺望を遮るものを置かないといった

工夫で、良好な視点場となるところがあるはずです。もっとも「風景を見るための場」と用途を限る

のではなく、待合スペース、休憩スペースなど利用者や職員が普通に使う場所こそ、このような景観

への配慮をしていきます。 

 

 

 ■サイン ■公共建築物 

田園景観を眺めながら休憩できる場所 
（左／施設屋上を活用した例【道の駅マオイの丘】）（右／駐車場の一角に設置した例【他市町村】） 

周辺の樹林と高さが揃い一体感のある建築物 平地の農村に緑と一体的に認識される建築物 
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■ 周辺との連続性を意識する 

・ 公園・緑地はほとんどの場合景観的に好ましい存在であり、公園の周辺を含めた地区のイメージを向

上させます。隣接する施設との境界部には立入り防止柵等が必要な場合もありますが、極力存在感を

感じさせないデザインを採用する、あるいは緑化など他の方法で機能を代替させるなど、なるべく連

続性を持たせるよう配慮します。 

・ 周辺施設側も公園にあわせて緑化をするなどの設えが理想的です。目指すのは町中で公園のような雰

囲気が感じられることです。 

 
■ 「見る、見られるの関係」を意識する 

・ 場所の賑わいや魅力を外部に伝えるには、文字による案内看板よりも、そこで楽しむ人の姿が見える

ほうが効果的です。快適な視点場でくつろぐ人が外からも垣間見える、公園に入るとさらに公園の別

の場所に人の姿が見えるのでそこに行ってみたくなる、このような「見る、見られる」の関係がある

と空間は魅力的なものとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 冬季の利用に配慮する 

・ 公園利用の用途を考慮する際、冬季利用は欠かせません。夏季の利用にとどまらず、公共施設として

有効活用するため、冬の遊びから除雪の管理に至るまで計画段階から冬季の利用に配慮した公園づく

りに取り組みます。 

 

 ■公園緑地 

楽しむ人の姿はどんな看板にも勝る【他市町村】 

冬でもソリなどを楽しめる築山などの起伏を設けた公園 
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■ 馬追丘陵・石狩平野への眺望 

① 馬追丘陵・石狩平野を眺める視点場として 

・ 多くの公園や緑地から馬追丘陵や石狩平野が見えるでしょう。ベンチ・四阿などの休憩施設を配置す

る場合は、場所・方向に留意します。もちろん丘陵や平野の眺望が得られなくても、ほかにも遠方の

山並みなど長沼ならではの景観資源があるはずです。また、見える風景が同じであっても、視点場の

居心地を良くすることで、印象が向上します。 

 
② 眺望を妨げる存在とならない配置に（リニューアル時） 

・ 新たに公園をつくるときだけではありません。四阿を設置する、小屋を設置するなど、あとから施設

をつけ加える際こそ気をつける必要があります。周辺の視点場からの眺望を阻害しないか確認します。

 

 
■ 地域の地形・植生を尊重する 

① 丘陵地形を活かした地形のデザインを（新規整備時） 

・ 公園緑地は長沼の風景の規範となるもののひとつです。公園を新設・拡張する際は不自然な造成をせ

ず、なるべく既存の地形を活かしたものとします。 

 

 

 ■公園緑地 

既存地形に馴染ませた整備 広がり感のある田園をイメージした地形造成 

既存地形と自然樹木を尊重しながら広がりある眺望を楽しめる空間 



 

 


